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令和３年度 一般会計予算の構成図
歳入内訳 歳出性質別内訳

『参考：一般会計予算比較グラフ』

歳出総額

6,312,000
（単位：千円）

諸収入
213,510
（3.4％）

7,000,000

6,000,000

5,000,000

4,000,000

3,000,000

2,000,000

1,000,000

0

(千円)

人件費
1,104,756
（17.5％）

物件費
1,224,992
（19.4％）

補助費等
862,894
（13.7％）

扶助費
974,006
（15.4％）

公債費
679,597
（10.8％）

繰出金
880,359
（13.9％）

普通建設事業費
422,520
（6.7％）

自主
財源
（37.8%）

依存
財源
（62.2%）

積立金
災害復旧費
維持補修費
貸付金
予備費

128,627 (2.0％)
2,000　(0.0％)
 18,749　(0.3％)
 3,500　(0.1％)
 10,000　(0.2％)

Ｒ
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Ｒ
2

Ｒ
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Ｈ
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Ｈ
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Ｈ
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Ｈ
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Ｈ
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Ｈ
24

Ｈ
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Ｈ
22

Ｈ
21

Ｈ
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町税
1,654,042
（26.2％）

使用料および手数料
繰入金
財産収入
繰越金
寄付金
分担金および負担金

137,653 （2.2％）
222,858 （3.5％）
42,438 （0.7％）
10,000 （0.2％）
 81,100 （1.3％）
 19,056 （0.3％）

地方交付税
1,800,000（28.5％）

県支出金
489,704
（7.7％）

国庫支出金
 788,178
（12.5％）

町債
390,800
（6.2％）

歳出款別内訳

議会費
84,241（1.3％）

総務費
799,211
（12.7％）

　民生費
2,184,353
（34.6％）

衛生費
788,289
（12.5％）

農林水産業費
244,381（3.9％）

 土木費
505,610
（8.0％）

 消防費
213,602
（3.4％）

 教育費
753,155
（11.9％）

 公債費
679,597
（10.8％）

商工費
災害復旧費
予備費

46,461 (0.7％)
3,100 (0.0％)
10,000 (0.2％)

歳入総額

5,790,000
（単位：千円）

(年度)

地方消費税交付金
320,000 （5.1％） 

地方譲与税
61,661 （1.0％） 

ゴルフ場利用税交付金
5,000 （0.1％） 

環境性能割交付金
6,000 （0.1％） 

地方特例交付金
29,000 （0.4％）

配当割交付金
11,000 （0.2％） 

利子割交付金
2,500 （0.0％） 

交通安全対策特別交付金
1,500 （0.0％） 

株式等譲渡所得割交付金
6,000 （0.1％）

法人事業税交付金
20,000 （0.3％） 

歳入総額

6,312,000
（単位：千円）

歳出総額

6,312,000
（単位：千円）

令和３年度　　一般会計の主な内容
区　　分

総 　 務 　 費

民 　 生 　 費

衛 　 生 　 費

農林水産業費

商 　 工 　 費

土 　 木 　 費

消 　 防 　 費

教 　 育 　 費

公 　 債 　 費

事　業　名
庁舎告示板改修事業   
くちくまのコミュニティバス運行事業   
庁舎非常用発電機設備更新事業   
衆議院議員総選挙費   
町長選挙費   
子ども医療費   
障害福祉事業   
地域型保育給付費負担金   
社会福祉協議会補助事業   
重度心身障害児（者）医療費   
紀南病院、上大中清掃施設組合、富田川衛生施設組合負担金   
可燃ごみ焼却処分委託事業   
各種検診事業   
各種予防接種事業   
新型コロナウイルスワクチン接種事業   
農業振興協議会補助事業   
鳥獣害対策事業   
県営中山間総合農地防災事業   
中山間地域等直接支払事業   
商工会補助金   
観光協会補助金   
スポーツ観光促進事業   
かみとん市運営費補助金   
町道維持補修事業   
都市計画マスタープラン策定事業   
道路改良事業   
消防業務委託料   
上富田消防分署エアコン改修事業   
朝来小学校プール改修設計監理事業   
海外研修事業   
生馬公民館耐震改修事業   
上富田中学校プール撤去事業   
国民文化祭事業   
体育施設指定管理事業   
野球場大規模改修事業   
学校給食運営事業   
長期債償還金   
長期債利子   

事業費

600
26,087
48,500
9,434
9,749
39,795
557,731
54,960
14,000
54,240
171,186
13,414
18,779
45,453
86,000
5,300
7,136
5,250
14,571
3,000
3,396
4,400
3,000
23,000
4,345
20,000
181,211
2,521
10,500
8,327
66,800
22,650
1,834
23,000
94,284
155,641
638,103
38,994

（単位：千円）

令和３年度 特別会計予算
会　　計　　名

国民健康保険事業 

宅地造成事業 

宅地取得資金貸付事業 

住宅新築資金貸付事業 

奨学事業 

農業集落排水事業 

予　算　額

1,946,818

75,420

142

312

6,225

200,733

会　　計　　名

公共下水道事業 

介護保険 

後期高齢者医療 

水道事業 

朝来財産区 

予　算　額

6,465

199,019

177,075

811,269

6,438

（単位：千円）

・詳細については告示していますのでご覧下さい。（告示場所は上富田町役場、生馬・岩田・市ノ瀬の各出張所の掲示板です。）

一般会計予算決まる 63億1,200万円63億1,200万円63億1,200万円63億1,200万円
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令
和
３
年
度
の
町
の
方
針
を

決
め
る
３
月
定
例
議
会
が
、
３

月
８
日
よ
り
開
会
さ
れ
、
一
般

会
計
予
算
・
特
別
会
計
予
算
な

ど
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
に
見
直
さ
れ
た

第
５
次
総
合
計
画
を
踏
ま
え
、

「『
明
る
く
豊
か
で
元
気
な
ひ
と

づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
』
～
知

恵
と
創
造
の
力
を
合
わ
せ
る
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
～
」
を
推
進

す
る
た
め
に
予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
。

　
財
源
の
確
保
に
努
め
て
い
る

状
況
で
す
が
、
可
燃
ご
み
焼
却

処
分
の
負
担
金
や
、
子
ど
も
医

療
費
の
拡
充
、
平
成
30
年
４
月

か
ら
稼
働
し
て
い
る
学
校
給
食

運
営
事
業
に
加
え
、
増
え
続
け

る
扶
助
費
や
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
引

き
続
き
厳
し
い
財
政
運
営
と
な

り
ま
す
。

　
上
富
田
町
で
は
、
庁
内
経
費

の
削
減
・
行
財
政
改
革
を
よ
り

一
層
推
し
進
め
な
が
ら 

、
で
き

る
限
り
の
歳
出
額
の
抑
制
と
、

限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
・
効

率
的
に
活
用
す
べ
く
、
自
助
努

力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
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機
構
改
革
に
よ
り
大
幅
に
異

動
と
な
り
ま
す
の
で
、
副
課
長

級
以
上
の
異
動
と
派
遣
、
新
規

採
用
、
退
職
職
員
の
み
と
致
し

ま
す
。

 ( )

内
前
職
・
Ｇ
は
グ
ル
ー
プ

〇
退
職
（
３
月
31
日
付
）

▽
坂
本
厳
／(

住
民
生
活
課

長)

▽
中
松
秀
夫
／(

教
育
委

員
会
総
務
課
長)

▽
橋
本
秀
行

／(

上
下
水
道
課
長)

▽
森
岡

真
輝
／(

議
会
事
務
局
長)

▽

寺
前
正
子
（
な
の
は
な
保
育
所

長
）
▽
清
水
佳
世
／(

は
る
か

ぜ
保
育
所
長)

▽
谷
口
史
晃
／

(

総
務
政
策
課
行
政
Ｇ
主
査) 

和
歌
山
県
警
察
本
部
へ
帰
任
▽

玉
置
倫
子
／(

住
民
生
活
課
住

民
Ｇ
主
事) 

▽
池
田
直
穂
／

(

は
る
か
ぜ
保
育
所
保
育
士) 

▽
出
水
美
幸
／(

は
る
か
ぜ
保

育
所
主
査)

〇
異
動
（
４
月
１
日
付
）

◆
総
務
課

▽
課
長
／
水
口
和
洋(

総
務
政

策
課
長)

▽ 

副
課
長
・
大
谷

総
合
セ
ン
タ
ー
館
長
兼
任
／
中

島
正
博(

総
務
政
策
課
財
政
・

情
報
シ
ス
テ
ム
Ｇ
企
画
員
）

◆
振
興
課

▽
課
長
／
平
尾
好
孝(

税
務

課
長) 

▽
副
課
長
／
吉
田
忠

弘(

産
業
建
設
課
産
業
振
興

Ｇ
企
画
員)

◆
税
務
課

▽
課
長
／
笠
松
昭
宏(

総
務
政

策
課
行
政
Ｇ
兼
防
災
・
国
土
強

靭
化
Ｇ
企
画
員) 

昇
格

◆
住
民
課

▽
課
長
／
瀬
田
和
哉(

住
民

生
活
課
生
活
Ｇ
企
画
員
）
昇

格
▽
副
課
長
／
陸
平
志
保(

住

民
生
活
課
住
民
Ｇ
企
画
員) 

▽
副
課
長
／
芦
口
正
史
（
上

大
中
清
掃
施
設
組
合
所
長
）

◆
福
祉
課

▽
課
長
／
木
村
陽
子(

住
民
生

活
課
生
活
Ｇ
企
画
員
）
昇
格
▽

副
課
長
／
芝
健
治(

総
務
政
策

課
ま
ち
づ
く
り
Ｇ
企
画
員
・
大

谷
総
合
セ
ン
タ
ー
館
長
兼
任) 

▽
副
課
長
／
坂
本
真
理
子(

住

民
生
活
課
住
民
Ｇ
課
長
補
佐
・

保
健
セ
ン
タ
ー)

昇
格

◆
長
寿
課

▽
課
長
／
宮
本
真
里(

住
民

生
活
課
住
民
Ｇ
企
画
員
）
昇

格
▽
副
課
長
／
目
良
大
敏

(

住
民
生
活
課
住
民
Ｇ
課
長

補
佐)

昇
格

◆
建
設
課

▽
課
長
／
栗
田
信
孝(

産
業

建
設
課
長
）
▽
副
課
長
／
谷

本
和
久(

産
業
建
設
課
建
設

Ｇ
課
長
補
佐)

昇
格
▽
副
課

長
・
検
査
員
兼
任
／
山
根
康

生(

産
業
建
設
課
管
理
Ｇ
企

画
員
・
検
査
員
兼
任)

◆
上
下
水
道
課

▽
課
長
／
谷
本
誠(

上
下
水
道

課
工
務
Ｇ
企
画
員
・
検
査
員
兼

任
）
昇
格
▽
副
課
長
・
検
査
員

兼
任
／
陸
平
将
史(

上
下
水
道

課
工
務
Ｇ
課
長
補
佐)

昇
格

◆
議
会
事
務
局

▽
事
務
局
長
／
樫
山
裕
子

(

議
会
事
務
局
企
画
員
）
昇

格
▽
副
局
長
／
小
倉
一
仁

(

上
下
水
道
課
業
務
Ｇ
課
長

補
佐)

昇
格

◆
教
育
委
員
会
事
務
局

▽
事
務
局
長
／
三
浦
誠(

教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長)

▽
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

／
前
芝
由
希(

教
育
委
員
会

総
務
課
・
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長) 

▽
副
局
長
／

平
岩
晃(

教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
生
涯
学
習
Ｇ
課
長
補

佐)

昇
格

◆
は
る
か
ぜ
保
育
所

▽
所
長
／
川
端
里
佳(

は
る
か

ぜ
保
育
所
所
長
補
佐)

昇
格

◆
な
の
は
な
保
育
所

▽
所
長
／
上
田
依
都
子(

な
の

は
な
保
育
所
所
長
補
佐)

昇
格

〇
田
辺
市
へ
派
遣

▽
溝
端
一
平
（
住
民
生
活
課
住

民
Ｇ
主
事
）

〇
新
規
採
用 

（
４
月
１
日
付
）

▽
木
下
翔
太
／
総
務
課
庶
務
・
危

機
管
理
班
主
事
▽
前
田
夏
貴
／
税

務
課
課
税
班
主
事
▽
柴
田
佳
緒
理

／
長
寿
課
主
事
▽
中
西
未
来
／
教

育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
班
主

事
▽
中
野
由
凪
／
は
る
か
ぜ
保
育

所
保
育
士
▽
藤
内
拓
真
／
な
の
は

な
保
育
所
保
育
士

　
児
童
手
当
現
況
届
は
、
毎
年

６
月
１
日
の
状
況
を
把
握
し
、
児

童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要

件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
現
況
届
の
届
出
用
紙
は
、
対

象
者
の
方
へ
５
月
末
頃
に
送
付

予
定
で
す
。
期
限
ま
で
に
福
祉

課
子
育
て
支
援
班(

④
番
窓
口)

へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
ご
提
出
が
な
い
場
合
は
、
６

月
分
（
10
月
支
払
分
）
以
降
の

手
当
が
差
し
止
め
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　
中
学
校
卒
業
ま
で
（
15
歳
の

誕
生
日
後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
）
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方

※
た
だ
し
、
公
務
員
の
方
は
勤

務
先
で
の
手
続
き
と
な
る
た

め
対
象
者
に
含
ま
れ
ま
せ

ん
。

■
提
出
期
限

　
令
和
３
年
６
月
30
日
（
水
）

問 

福
祉
課
子
育
て
支
援
班

（
④
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
３

人
事
異
動

児
童
手
当
現
況
届
の

提
出
は
お
忘
れ
な
く
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長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け

て
い
る
ひ
と
り
親
世
帯
の
生
活

を
支
援
す
る
た
め
に
、
次
の
支

給
対
象
者
に
生
活
支
援
特
別
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
が
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

(1)
令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い

る
方

(2)
公
的
年
金
給
付
等
（
遺
族
年

金
、
障
害
年
金
等
）
を
受
給

し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
令

和
３
年
４
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な

い
方
（
児
童
扶
養
手
当
に
係

る
支
給
制
限
限
度
額
を
下
回

る
方
に
限
る
） 

(3)
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が

急
変
す
る
な
ど
、
収
入
が
児

童
扶
養
手
当
支
給
の
対
象
と

な
る
水
準
に
下
が
っ
た
方

　
児
童
１
人
あ
た
り
５
万
円

　
支
給
対
象
(1)
に
該
当
す
る
方

は
、
原
則
、
申
請
不
要
で
す
。

令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
を
支
給
し
て
い
る
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
。

　
支
給
対
象
(2)
・
(3)
に
該
当
す

る
方
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

※
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
し
て
い
る
方
に
は
、
支
給

時
期
が
決
定
次
第
、
ご
案
内

等
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

　
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
住
民

税
非
課
税
の
子
育
て
世
帯
に
対

し
て
、
特
別
給
付
金
を
支
給
す

る
予
定
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
具
体
的

な
制
度
内
容
が
示
さ
れ
次
第
、

別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問 

福
祉
課
子
育
て
支
援
班

（
④
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
３

　
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

で
、
給
与
等
の
支
払
い
を
受
け

て
い
る
方
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
、
も
し

く
は
発
熱
等
の
症
状
が
あ
り
感

染
が
疑
わ
れ
、
そ
の
療
養
の
た

め
に
働
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
場
合
、
一
定
の
要
件
を
満
た

し
た
方
に
傷
病
手
当
金
を
支
給

し
ま
す
。
申
請
を
希
望
す
る
場

合
は
、
事
前
に
電
話
等
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

適
用
期
間

　
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
令

和
３
年
６
月
30
日
の
間
で
、
療

養
の
た
め
労
務
に
服
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
期
間
（
た
だ
し
、

入
院
が
継
続
す
る
場
合
等
は
、

最
長
１
年
６
か
月
ま
で
）

問 

住
民
課
保
険
班
（
③
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
２

　
児
童
手
当
現
況
届
は
、
毎
年

６
月
１
日
の
状
況
を
把
握
し
、
児

童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要

件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
現
況
届
の
届
出
用
紙
は
、
対

象
者
の
方
へ
５
月
末
頃
に
送
付

予
定
で
す
。
期
限
ま
で
に
福
祉

課
子
育
て
支
援
班(

④
番
窓
口)

へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
ご
提
出
が
な
い
場
合
は
、
６

月
分
（
10
月
支
払
分
）
以
降
の

手
当
が
差
し
止
め
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　
中
学
校
卒
業
ま
で
（
15
歳
の

誕
生
日
後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
）
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方

※
た
だ
し
、
公
務
員
の
方
は
勤

務
先
で
の
手
続
き
と
な
る
た

め
対
象
者
に
含
ま
れ
ま
せ

ん
。

■
提
出
期
限

　
令
和
３
年
６
月
30
日
（
水
）

問 

福
祉
課
子
育
て
支
援
班

（
④
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
３

支
給
対
象
者

支
給
額

受
給
手
続

ひ
と
り
親
世
帯
に
対
す
る

子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金
に
つ
い
て

そ
の
他
の
住
民
税
非
課
税

の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

特
別
給
付
金
に
つ
い
て

健
康
診
査
・

歯
科
健
康
診
査
の
ご
案
内

　
受
診
券
が
届
い
た
ら
、
健
康

診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
の
方
に
は
、
５
月
下
旬
に

受
診
券
を
直
接
お
送
り
し
ま

す
。（
受
診
券
発
行
の
申
込
み

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

※
歯
科
健
康
診
査
の
対
象
の
方

は
、
令
和
３
年
３
月
末
で
75

歳
、
80
歳
、
85
歳
の
方
と
、

90
歳
以
上
の
方
で
す
。

■
実
施
期
間

　
令
和
３
年
６
月
１
日
～

　
　
　
令
和
４
年
２
月
28
日

■
自
己
負
担

　
健
康
診
査
・
・
・
・
無
料

　
歯
科
健
康
診
査
・
・
無
料

■
持
ち
物

保
険
証
、
受
診
券
、
受
診
票

（
問
診
票
）

■
実
施
場
所
　

受
診
券
に
同
封
す
る
一
覧
表

に
記
載
さ
れ
た
医
療
機
関

健
康
診
査

■
検
査
項
目
【
基
本
項
目
】

問
診
、
計
測
（
身
長
・
体
重
・

Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
血
圧
）、
診
察
（
身

体
診
察
）、
血
液
検
査
（
脂
質
・

肝
機
能
・
糖
代
謝
・
腎
機
能
）、

尿
検
査
（
糖
・
蛋
白
）

【
医
師
が
必
要
と
判
断
し
た
方

に
追
加
で
実
施
す
る
項
目
】

貧
血
検
査
（
血
色
素
量
、
赤

血
球
数
、
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト

値
）、
心
電
図
検
査
、
眼
底
検

査
歯
科
健
康
診
査

■
検
査
項
目

問
診
、
口
腔
診
断
（
歯
の
状

態
・
歯
周
組
織
の
状
況
・
口

腔
衛
生
状
況
・
噛
み
合
わ
せ
・

口
腔
乾
燥
・
粘
膜
の
異
常
）、

口
腔
機
能
検
査
（
噛
む
能
力
・

舌
機
能
・
嚥
下
（
飲
み
込
み
）

機
能
）

問 

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合

☎ 

０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
伴
う
傷
病
手
当
金

の
支
給
に
つ
い
て

（
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

ご
加
入
の
み
な
さ
ま
へ
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今回の健康キラリでは、４月から新規採用された役場の職員６名と、和歌山県警察本部より

派遣された１名を紹介します。

①趣味　②健康面で気をつけていること　③一言　の順でインタビューしています。

総
務
課
（
庶
務
・危
機
管
理
班
）
　

　

　
　
木
下
　
翔
太
　
21
歳
　

①
野
球

②
ラ
ン
ニ
ン
グ
等
し
て
適
度
に

運
動
を
し
て
い
ま
す
。

③
早
く
仕
事
に
慣
れ
、
住
民
の

方
々
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
精

一
杯
頑
張
り
ま
す
。

税
務
課
（
課
税
班
）

　
　
前
田
　
夏
貴
　
24
歳
　

 

①
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

②
早
寝
早
起
き
と
、
適
度
な
運

動
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

③
早
く
仕
事
を
覚
え
、
み
な
さ

ま
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
努
力

い
た
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

長
寿
課

柴
田
　
佳
緒
理
　
19
歳
　

①
音
楽
を
聴
く

②
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た

食
事
を
し
て
い
ま
す
。

③
1
日
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え

て
、
地
元
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
事
務
局
（
社
会
教
育
班
）

中
西
　
未
来
　
　
22
歳
　

①
美
術
館
・
博
物
館
め
ぐ
り

②
野
菜
を
た
く
さ
ん
摂
る
食
事

を
心
が
け
て
い
ま
す
。

③
大
好
き
な
ふ
る
さ
と
上
富
田

に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
一
生
懸

命
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

は
る
か
ぜ
保
育
所

中
野
　
由
凪
　
22
歳
　

①
映
画
鑑
賞

②
早
寝
早
起
き
を
し
て
、
朝
食

を
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
で

す
。

③
毎
日
元
気
い
っ
ぱ
い
笑
顔
で

頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

な
の
は
な
保
育
所

藤
内
　
拓
真
　
22
歳
　

①
読
書
・
音
楽
鑑
賞

②
朝
早
く
起
き
て
、
散
歩
に
行
っ

て
い
ま
す
。(

週
に
２
～
３
回)

③
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
、
共

に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

和
歌
山
県
警
察
本
部
よ
り
派
遣

総
務
課(

庶
務
・
危
機
管
理
班)

谷
村
　
陽
一
　
37
歳
　

①
ツ
ー
リ
ン
グ

②
食
べ
過
ぎ
な
い
、
毎
日
少
し
で
も

運
動
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

③
今
年
度
か
ら
上
富
田
町
役
場
で

勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

行事名    月　日（曜） 場　　所 対　　象

2歳児相談 5月19日（水）

上富田町

保健

センター

平成30年11月・12月生まれの方

3歳半健診 5月26日（水） 平成29年11月・12月生まれの方

4カ月健診
6月9日（水）

令和3年2月生まれの方

10カ月健診 令和2年7月生まれの方

育児相談（２カ月）
6月10日（木）

令和3年4月生まれの方

育児相談（１歳） 令和2年5月生まれの方

行事予定のお知らせ　令和3年5月16日〜6月15日
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
と
こ

ろ
で
す
。
介
護
・
福
祉
の
総
合

相
談
窓
口
と
し
て
、
高
齢
者
の

皆
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
相
談
は
電
話
や
窓
口
の

ほ
か
、
自
宅
へ
も
訪
問
し
ま
す
。

費
用
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
上
富
田
町
で
は
、
認
知
症
の

人
や
そ
の
家
族
が
、
で
き
る
限

り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
認
知
症
の
進
行
状

態
に
応
じ
て
受
け
ら
れ
る
支
援

や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
分
か
り
や

す
く
ま
と
め
た
「
認
知
症
ケ
ア

パ
ス
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
⑨
番
窓
口
に
オ
レ
ン
ジ
色
の

冊
子
を
置
い
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　
　

　
認
知
症
は
病
気
の
進
行
に
よ

り
症
状
が
変
化
す
る
の
で
、
早

期
診
断
・
早
期
対
応
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
早
期
に
必
要
な
医

療
や
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
結
び

つ
け
る
こ
と
で
症
状
の
改
善
や
、

病
気
の
進
行
が
緩
や
か
に
な
る

な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　 ◇
今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

認
知
症
、
介
護
の
事
に
つ
い
て

の
話
、
相
談
な
ど
、
内
容
問
わ

ず
お
話
が
で
き
ま
す
。
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
５
月
14
日
（
金
）

　
午
後
2
時
～
３
時
30
分

場
所

　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
状
況
次
第
で
中
止
と
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

参
加
希
望
さ
れ
る
方
は
一
度

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

長
寿
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

(

⑨
番
窓
口)

☎ 

３
３
‐
７
３
４
０

　
今
ま
で
に
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
が
な
い

方
で
次
の
①
ま
た
は
②
に
当
て

は
ま
る
方
は
、
令
和
３
年
度
の

対
象
者
と
な
り
ま
す
。
接
種
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
医
療
機
関

に
予
約
を
し
、
体
調
の
良
い
と

き
に
接
種
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

○
対
象
者

①
令
和
３
年
度
に
次
の
年
齢
を

　
迎
え
ら
れ
る
方

②
60
か
ら
65
歳
未
満
の
方
で

あ
っ
て
、
心
臓
、
腎
臓
、
も

し
く
は
呼
吸
器
機
能
障
が
い

ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障
が

い
を
有
す
る
方
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
を
有
す
る
方

○
接
種
間
隔

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
高

齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

両
方
の
接
種
を
ご
希
望
の
方

は
、
接
種
間
隔
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
互
い
に
片
方
の
ワ
ク
チ

ン
を
受
け
て
か
ら
2
週
間
以
上

間
隔
を
あ
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。（
※
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
が

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
場
合
）

○
自
己
負
担
金

　
３
，
０
０
０
円

○
実
施
期
間

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

　
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

　
4
月
25
日
（
日
）
か
ら
、
65

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接
種
が

始
ま
り
ま
し
た
。
国
か
ら
の
ワ

ク
チ
ン
の
供
給
に
よ
っ
て
、
予

定
が
遅
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
順
調
に
進
め
ば
5
月
も
毎

週
日
曜
日
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
接
種
を
希
望
さ
れ
て
い
る

方
に
は
、
申
し
込
み
順
に
日
程

の
案
内
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
順
番
が
く
る
ま

で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

★
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
無
料
で
す

　「
お
金
を
払
う
と
誰
よ
り
も

早
く
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で
き

る
」「
後
日
全
額
返
金
す
る
の

で
、
お
金
を
振
り
込
む
よ
う
に
」

な
ど
の
詐
欺
に
は
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

認
知
症
ケ
ア
パ
ス

2
週
間
以
上
あ
け
る

⇦

３
週
間
後

⇦

高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症

予
防
接
種
に
つ
い
て

① 

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

3
週
間
後

⇦ ① 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

② 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

② 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

③ 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る

行
政
機
関
等
を
名
乗
っ
た

な
り
す
ま
し
に
ご
注
意
を
！

③ 

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

2
週
間
以
上
あ
け
る

⇦

年齢 生年月日 年齢 生年月日

65歳
昭和31年4月2日～
昭和32年4月1日 85歳

昭和11年4月2日～
昭和12年4月1日

70歳
昭和26年4月2日～
昭和27年4月1日 90歳

昭和6年4月2日～
昭和7年4月1日

75歳
昭和21年4月2日～
昭和22年4月1日 95歳

大正15年4月2日～
昭和2年4月1日

80歳
昭和16年4月2日～
昭和17年4月1日 100歳

大正10年4月2日～
大正11年4月1日
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こ
の
た
び
、
梅
本
昭
二
三
教

育
長
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

私
こ
と
、
去
る
３
月
31
日
を

も
っ
て
一
身
上
の
都
合
に
よ
り

教
育
長
の
職
を
辞
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

平
成
23
年
９
月
よ
り
９
年
７

カ
月
に
わ
た
り
教
育
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ま
の

温
か
い
ご
支
援
・
ご
指
導
を
賜

り
職
務
を
全
う
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

令
和
２
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
、
学
校
教
育
・
生
涯
学
習
と

も
に
各
種
事
業
が
延
期
や
中
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
中
に
お
い

て
も
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
よ
り
活
動
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

学
校
が
楽
し
く
、
活
き
活
き

と
活
動
で
き
る
子
ど
も
の
姿
を

願
い
、め
ざ
す
子
ど
も
像
を
「
す

す
ん
で
考
え
る
子
・
心
豊
か
に

活
動
す
る
子
・
体
を
き
た
え
る

元
気
な
子
・
ふ
る
さ
と
を
誇
り

に
思
う
子
・
視
野
を
広
く
も
つ

子
」
と
掲
げ
、
知
・
徳
・
体
の

習
得
と
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
、

視
野
を
広
く
は
ば
た
け
る
よ
う

各
学
校
で
取
り
組
ん
で
く
れ
て

い
ま
す
。

主
な
事
柄
を
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
、
町
財
政
の
厳
し
い
折

で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

の
ご
理
解
の
も
と
、
学
校
の
耐

震
化
は
、
平
成
24
年
度
に
上
富

田
中
学
校
体
育
館
の
大
規
模
改

修
で
終
了
し
、
懸
案
だ
っ
た
学

校
給
食
は
平
成
30
年
４
月
か
ら

完
全
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
令
和
元
年
度
に
は
、
各

学
校
に
空
調
設
備
を
設
置
し
、

快
適
な
環
境
で
授
業
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
授
業
を
行
い
乗
り
切
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
令
和
２
年

度
に
は
、
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式

化
に
取
り
組
み
、
学
校
で
和
式

に
戸
惑
う
子
ど
も
が
い
る
中
で

安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

（
一
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
貸

与
）
に
よ
る
個
に
応
じ
た
教
育

活
動
の
進
展
・
充
実
が
図
れ
る

よ
う
進
め
て
い
ま
す
。

岩
田
公
民
館
の
新
築
に
は
、

地
元
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
紀
州
材
を
利
用
し
た
県
内
初

と
な
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
で
強
度
や

耐
久
性
に
優
れ
た
公
民
館
が
完

成
し
、
各
地
域
の
公
民
館
と
と

も
に
「
文
化
の
薫
り
高
い
」
集

い
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
充
実

で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
サ
ロ
ン
や
食

育
セ
ン
タ
ー
の
建
築
に
よ
り
、

健
康
保
持
や
食
の
大
切
さ
を
発

信
す
る
場
と
し
て
多
く
の
方
々

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

紀
州
口
熊
野
マ
ラ
ソ
ン
大
会

や
合
宿
の
誘
致
で
は
、
サ
ッ

カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
の
日
本

代
表
や
ナ
ミ
ビ
ア
共
和
国
の
ラ

グ
ビ
ー
合
宿
で
上
富
田
町
の
よ

さ
を
広
報
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

平
成
27
年
の
紀
の
国
わ
か
や

ま
国
体
・
紀
の
国
わ
か
や
ま
大

会
に
は
、
官
民
一
体
の
「
お
も

て
な
し
」
に
よ
り
全
国
各
地
か

ら
多
く
の
参
加
を
得
て
成
功
裏

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。多

く
の
事
業
に
は
、
数
え
き

れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
協
力
の
下
で
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
が
遂
行
で
き
た
こ
と

に
感
謝
し
ま
す
。

結
び
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
、
上
富
田
町
の
益
々

の
ご
繁
栄
を
祈
念
し
お
礼
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

新
教
育
長
に
宮
内
一
裕
氏

が
、
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

梅
本
昭
二
三
前
教
育
長
様
の

ご
勇
退
に
伴
い
、
３
月
議
会
で

同
意
を
い
た
だ
き
、
４
月
１
日

よ
り
教
育
長
を
拝
命
し
ま
し
た 

宮
内
一
裕 

で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

３
期
10
年
に
及
ぶ
梅
本
教
育

長
様
の
後
を
引
き
継
ぎ
、
故
郷

の
教
育
に
携
わ
れ
る
喜
び
と
共

に
教
育
行
政
の
遂
行
と
い
う
職

責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。
私
は
近
野
小
学
校

長
を
定
年
退
職
後
、
こ
れ
ま
で

４
年
間
、
指
導
主
事
と
し
て
主

に
学
校
教
育
に
携
わ
っ
て
参
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
幅
広

く
、
国
や
県
の
動
向
に
も
注
視

し
な
が
ら
、
上
富
田
町
総
合
計

画
に
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
よ
う

に
上
富
田
町
の
教
育
全
般
に
目

を
向
け
て
研
鑽
し
て
い
く
所
存

で
す
。

令
和
３
年
度
は
、
大
き
な
脅

威
と
な
っ
て
い
ま
す
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防

止
対
策
に
引
き
続
き
取
り
組

み
、
安
心
・
安
全
な
教
育
活
動

の
推
進
を
図
り
た
い
と
考
え
ま

す
。
学
教
教
育
で
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進
に
よ

り
、
児
童
生
徒
１
人
１
台
ず
つ

配
布
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活

用
し
た
授
業
づ
く
り
を
進
め
て

参
り
ま
す
。
生
涯
学
習
で
は
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た

取
組
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
役
場
機
構
改
革
へ
の

対
応
に
関
わ
っ
て
、
従
来
の
総

務
課
と
生
涯
学
習
課
の
２
課
体

制
か
ら
、
教
委
事
務
局
に
学
校

教
育
班
と
社
会
教
育
班
を
置

く
、
１
局
２
班
体
制
に
変
更
に

な
り
ま
し
た
が
、
新
し
い
体
制

に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
委
員
会
の

取
組
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
教
育
委
員

会
事
務
局
職
員
と
力
を
合
わ

せ
、
全
力
で
教
育
活
動
に
邁
進

し
、
こ
れ
ま
で
の
梅
本
教
育
長

様
の
取
組
を
継
承
し
、
発
展
で

き
る
よ
う
地
道
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
・

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ
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○
定
年
退
職
（
３
月
31
日
付
）

中
村
　
和
彦 
（
岩
田
小
校
長
）

輪
玉
　
紀
美 

（
岩
田
小
養
護
教
諭
）

後
藤
　
勝
子 

（
上
富
田
中
教
諭
）

蝉
　
　
　
直 

（
上
富
田
中
教
諭
）

◯
退
　
職

　
藪
田
　
　
紬 

（
朝
来
小
教
諭
）

 

・
和
大
附
属
特
別
支
援
学
校
へ
転
出

　
力
津
　
隼
拓 

（
岡
　
小
教
諭
）

 

・
和
大
附
属
小
学
校
へ
転
出

◯
期
間
満
了
退
職

　
山
下
　
公
人 

（
朝
来
小
講
師
）

千
島
　
康
平 

（
朝
来
小
講
師
）

多
屋
　
栄
利 

（
朝
来
小
講
師
）

橋
本
　
真
実 

（
岩
田
小
講
師
）

宮
地
　
　
翔 

（
上
富
田
中
講
師
）

生
駒
　
高
士 

（
上
富
田
中
講
師
）

竹
中
み
ち
よ 

（
上
富
田
中
講
師
）

◯
転
　
出

新
任
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
任
校
　
　 

中
山
路
小
教
頭
　
勝
田
　
普
二
　
生
馬
小
教
頭

中
辺
路
中
教
頭
　
園
田
　
公
男
　
上
富
田
中
教
頭

○
転
　
入
（
４
月
１
日
付
）

新
任
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
任
校
　
　

岩
田
小
校
長
　
　
山
本
　
義
二
　
朝
来
小
教
頭

生
馬
小
教
頭
　
　
村
田
　
昌
隆
　
上
富
田
中
主
幹
教
諭

朝
来
小
教
頭
　
　
齋
藤
　
良
子
　
市
ノ
瀬
小
教
頭

市
ノ
瀬
小
教
頭
　
小
阪
　
正
之
　
上
富
田
中
教
諭

上
富
田
中
教
頭
　
田
上
　
　
武
　
上
富
田
中
教
諭

　
上
富
田
中
主
幹
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
　
堀
部
　
佳
弘
　
上
富
田
中
教
諭

　
朝
来
小
教
諭
　
　
山
本
　
健
太
　
岩
田
小
教
諭

　
朝
来
小
教
諭
　
　
堀
内
　
祐
里
　（
新
規
採
用
）

新
任
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
任
校

岩
田
小
教
諭
　
　
土
永
　
択
也
　（
新
規
採
用
）

岩
田
小
養
護
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
米
地
　
祥
子
　
色
川
小
養
護
教
諭

岡
　
小
教
諭
　
　
田
中
　
達
也
　（
新
規
採
用
）

市
ノ
瀬
小
教
諭
　
宇
井
　
倫
代
　
岡
小
教
諭

市
ノ
瀬
小
教
諭
　
笠
井
　
景
子
　
県
立
盲
学
校
教
諭

市
ノ
瀬
小
教
諭
　
髙
地
　
佑
輔
　（
新
規
採
用
）

生
馬
小
講
師
　
　
田
中
　
文
華
　（
新
規
任
用
）

朝
来
小
講
師
　
　
池
本
　
勝
彦
　（
新
規
任
用
）

朝
来
小
講
師
　
　
マ
リ
ノ
紗
希
　（
新
規
任
用
）

朝
来
小
講
師
　
　
田
邉
　
大
樹
　（
新
規
任
用
）

朝
来
小
講
師
　
　
川
口
　
拓
也
　（
新
規
任
用
）

朝
来
小
非
常
勤
講
師

　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
真
実
　
岩
田
小
講
師

岩
田
小
講
師
　
　
西
田
　
征
代
　
市
ノ
瀬
小
講
師

岩
田
小
講
師
　
　
佐
伯
　
有
彩
　（
新
規
任
用
）

岡
　
小
講
師
　
　
森
　
　
裕
　
　（
新
規
任
用
）

岡
　
小
講
師   

　
池
田
　
万
歩
　（
新
規
任
用
）

市
ノ
瀬
小
講
師
　
廣
畑
　
実
里
　（
新
規
任
用
）

上
富
田
中
教
諭
　
栗
田
　
広
美
　

紀
伊
コ
ス
モ
ス
支
援
学
校

上
富
田
中
教
諭
　
隣
　
有
果
梨
　（
新
規
採
用
）

上
富
田
中
教
諭
　
川
西
　
純
平
　（
新
規
採
用
）

上
富
田
中
教
諭
　
濵
田
　
麻
裕
　（
新
規
採
用
）

上
富
田
中
再
任
用
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
後
藤
　
勝
子
　（
再
任
用
）

上
富
田
中
再
任
用
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
蝉
　
　
　
直
　（
再
任
用
）

上
富
田
中
講
師
　
有
光
　
　
夏
　（
新
規
任
用
）

上
富
田
中
非
常
勤
講
師

　
　
　
　
　
　
　
岩
本
　
元
博
　（
新
規
任
用
）

人
事
異
動
（
学
校
）

　
令
和
三
年
度
も
引
き
続
い
て

感
染
症
拡
大
防
止
策
を
講
じ
、

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
つ
な
が

る
教
育
活
動
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
感
染
拡
大
予

防
策
を
取
っ
て
い
る
の
か
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
登
校
時
健
康
チ
ェ
ッ
ク
】

　
子
ど
も
た
ち
に
は
、
家
で
検

温
等
を
記
録
し
た
カ
ー
ド
を
児

童
玄
関
外
で
提
出
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
登
校
時
間
も
朝
七
時

半
か
ら
と
限
定
し
て
、
職
員
が

子
ど
も
た
ち
を
出
迎
え
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
毎
朝
は
、

正
直
大
変
で
す
。
で
も
、
子
ど

も
た
ち
に
朝
の
声
か
け
が
で
き

る
の
で
、
良
い
面
も
あ
り
ま
す
。

【
三
密
を
避
け
る
】

　
教
室
も
机
の
配
置
が
密
に
な

ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

人
数
の
多
い
学
年
は
少
し
広
い

教
室
に
当
た
る
よ
う
に
配
置
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
一
階

が
一
・
二
・
四
年
、
二
階
が
三
・
五
・

六
年
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
給
食
時
の
感
染
予
防
】

　
今
の
給
食
は
と
て
も
静
か
で

す
。
世
間
で
は
食
事
に
お
け
る

感
染
事
例
も
多
く
、
も
し
も
の

こ
と
が
あ
っ
て
は
大
変
だ
と
気

を
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
上
富
田

町
で
は
、
児
童
机
に
つ
け
る
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
も
買
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
の
で
、
食
事
の
際
に

取
り
付
け
て
い
ま
す
。

【
消
毒
】

　
子
ど
も
た
ち
が
帰
っ
た
後
、

各
教
室
、
ト
イ
レ
、
下
駄
箱
な

ど
を
毎
日
消
毒
し
ま
す
。
こ
れ

も
な
か
な
か
大
変
で
す
。
昨
年

度
途
中
か
ら
は
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
だ
さ
る
方
が
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。
放
課
後
、
会
議
な
ど
で
、

時
間
が
足
ら
な
い
こ
と
が
多
い

の
で
、
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。

【
合
い
言
葉
】

　
生
馬
小
学
校
で
は
三
つ
の
合

言
葉
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

｢

早
寝･

早
起
き･

朝
ご
飯｣

｢

挨
拶･

返
事･

お
礼
の
言
葉｣

｢

マ
ス
ク･

手
洗
い･

感
染
予
防｣

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
生
活

の
乱
れ
を
防
ぎ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
保
ち
な
が
ら
、
感
染

予
防
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

学 学 

校校

紹紹

介介

「
コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
生
活
」

生
馬
小
学
校
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蓬
餅
売
り
切
れ
の
札
道
の
駅

廃
屋
や
主
待
ち
侘
ぶ
夕
河
鹿

つ
ひ
に
鳴
る
草
笛
の
息
新
し
き

ど
れ
程
の
想
ひ
残
す
や
落
椿

こ
の
試
験
越
え
て
確
か
な
孫
の
春

筆
太
く
子
の
名
染
め
上
げ
初
幟

春
疾
風
施
風
起
こ
せ
連
句
巻
く

交
差
点
根
性
大
根
咲
い
て
を
り

百
幹
の
桜
並
木
や
王
子
川

柳
原
　
紘
一

し

ち

べ

え

初
山
　
紀
子

大
西
　
祥
恵

北
條
　
容
子

安
室
　
瑳
枝

田
中
　
利
典

松
井
　
孝
恵

森
　
　
京
子

幼
日
へ
と
吾
を
誘
う
道
の
辺
の
摘
み
し
あ
の
日
の
都
み
や
こ
ぐ
さ
草
の
黄稲

田
　
和
代

若
き
日
の
母
に
抱
か
れ
し
姉
二
人
母
の
人
生
思
い
巡
す

山
口
さ
と
江

定
年
を
遊
ぶ
ひ
ま
な
く
医
者
通
い
帰
り
の
土
産
山
ほ
ど
く
す
り稗

田
　
満
代

（
投
稿
歓
迎
）

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇

図書館よりお知らせ

上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

今月のベストテン

　近くていつでも開いて

いるコンビニは、とても便

利ですね。ハンバーグやお

でん、ひじきやポテトサラ

ダなどのお総菜、新鮮なま

ま冷凍された野菜もあり、

七大栄養素が全てそろっ

ています。そんなコンビニ

食材を活用して、健康管理

してみませんか？

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

ひとりをたのしむ　大人の流儀（１０）

推し、燃ゆ

クララとお日さま

元彼の遺言状

オルタネート

心淋し川

傷痕のメッセージ

伝説の家政婦　沸騰ワード１０レシピ　

人新世の「資本論」

オムニバス

伊集院　静

宇佐見　りん

カズオ・イシグロ

新川　帆立

加藤　シゲアキ

西條　奈加

知念　実希人

タサン　志麻

斎藤　幸平

誉田　哲也

講談社

河出書房新社

早川書房

宝島社

新潮社

集英社

KADOKAWA

ワニブックス

集英社

光文社

『楽してヘルシーコンビニかんたんごはん

　　　　村上流コンビニ食材100％活用術』

村上　祥子/著
海竜社
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６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員

の
日
で
す
。

　
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
み
な

さ
ん
と
と
も
に
一
層
の
人
権
尊

重
思
想
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま

す
。

　
上
富
田
町
に
お
き
ま
し
て
も

左
記
日
時
に
お
い
て
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
特
設
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
ま

ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時:

６
月
３
日
（
木
）

　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

場
所:

上
富
田
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容:

悩
み
事
・
困
り
ご
と
・

　
　
　
人
権
相
談

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
状
況
次
第
で
中
止
と
な
る

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問 

総
務
課
　
財
政
・
管
財
班

☎
３
３
‐
７
０
９
２

　
和
歌
山
県
空
家
対
策
推
進
協

議
会
が
主
催
し
、「
空
き
家
な

ん
で
も
相
談
会
」
を
県
内
各
地

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
上
富
田

町
で
も
、
空
き
家
に
関
す
る
相

談
を
行
政
職
員
と
専
門
家
が
無

料
で
相
談
対
応
し
ま
す
。

　「
相
続
す
る
予
定
の
家
を
今

後
ど
う
し
よ
う
」「
遠
方
の
空

き
家
を
ど
う
や
っ
て
管
理
し
よ

う
」「
空
き
家
を
活
用
す
る
方

法
は
な
い
か
」
な
ど
、
空
き
家

に
関
し
て
お
困
り
ご
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
相
続
・
売
却
・
活

用
・
管
理
な
ど
の
悩
み
を
行
政

と
専
門
家
が
力
を
合
わ
せ
て
解

決
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
空
き
家
の
将
来

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
※
完
全
予
約
制
に
な
り
ま
す

の
で
、
５
月
21
日
ま
で
に
建
設

課
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

日
程 

5
月
27
日
（
木
）

時
間 

午
後
1
時
30
分
～
4
時

場
所 

上
富
田
町
役
場 
大
会
議
室

問 

建
設
課
　
管
理
班（

⑭
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
４

　
龍
松
山
城
跡
は
、
上
富
田
町

市
ノ
瀬
を
中
心
に
勢
力
を
伸
ば

し
た
室
町
幕
府
奉
公
衆
山
本
氏

の
本
拠
で
あ
る
中
世
山
城
で
、

紀
南
地
域
で
最
大
規
模
を
誇
り

ま
す
。
発
掘
調
査
の
結
果
、
遺

存
状
況
も
良
好
で
、
戦
国
時
代

に
お
け
る
紀
伊
半
島
の
政
治
情

勢
、
在
地
領
主
の
支
配
形
態
と

そ
の
変
化
を
顕
著
に
示
す
点
で

評
価
さ
れ
、
令
和
３
年
４
月
16

日
に
和
歌
山
県
指
定
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

特
設
人
権
相
談
所
を

　
　
　
　
開
設
し
ま
す

　
現
在
、
大
賀
ハ
ス
を
守
る
会

で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
皆
さ
ま
は
、
上
富
田
町
岡
地

区
に
大
賀
ハ
ス
田
が
あ
る
の
を

ご
存
じ
で
す
か
？
本
会
で
は
、

貴
重
な
大
賀
ハ
ス
を
保
護
、
保

存
、
管
理
し
、
後
世
ま
で
伝
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
組
織
し

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
と
一
緒
に
大
賀
ハ
ス

を
見
守
り
ま
せ
ん
か
？

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
左
記
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
活
動
期
間
】

　
５
月
中
旬
～
８
月
上
旬

【
活
動
内
容
】

　
雑
草
取
り
、
草
刈
り
、
肥
料

散
布
、
手
入
れ
等

問 

大
賀
ハ
ス
を
守
る
会
事
務
局

振
興
課
　
企
画
・
商
工
観
光
班

（
⑧
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

大
賀
ハ
ス
を
守
る
会

　
　
　
会
員
募
集
中
！

「
空
き
家
な
ん
で
も
相
談
会
」

開
催
の
ご
案
内

龍
松
山
城
跡
が

和
歌
山
県
指
定
文
化
財
に
指
定

龍
松
山
城
跡
が

和
歌
山
県
指
定
文
化
財
に
指
定

龍松山城跡および山本氏関連城館跡

上空からの撮影（龍松山城跡）発掘調査の様子
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上富田町の文化財⑭　八上王子～稲葉根王子間の「道」について

　昔は「熊野詣」に西行法師、足利義満の側室の北野

殿や上皇、民衆が通った熊野古道中辺路ですが、八上

王子から稲葉根王子へ通ったであろう道（古道）がど

こだったのかがはっきりと分かっていません。上富田

町内にあり、一山越えるだけで、距離としては短いにも

かかわらず意外と分かっていないのです。

　熊野古道中辺路は、１５世紀初頭ぐらいまでは三

栖王子から八上王子、稲葉根王子、一瀬王子という上

富田町を通るのが正規ルートでしたが、その後「潮見

峠」を越えるルートが中心になりました。そのため、今

から５００年以上も前に上富田を通る人がほとんどい

なくなり、今となってはその道がさっぱり分からなく

なってしまったということです。

　そこで、八上王子～稲葉根王子間のルートが解明で

きないか少し調べてみることにしました。

　１） 文献から

　実際に古道と思われるところを歩いてみる前に、過

去にそこを通った人がどう書いているのか読んでみま

した。詳しく書いてくれていたら確定もしやすいのです

が、なかなかそうもいきません。

　たとえば、藤原宗忠の『中
ちゅうゆうき

右記』（１２世紀）では

「…新王子社に奉幣し、大
おおおか

岳坂
さか

上で祓いを行い坂を

降って伊
い な ば ね

奈波禰王子社に参り…」というふうに記され

ています。

　新王子社は八上王子のことになりますが「大岳坂」

がどこにあったのかが分かりませんし、どこから山を

上って行ったのかも分かりません。岡地区の地名に「大

岳坂」という地名は残っていません。

　修明門院の日記（１３世紀）では「…稲葉根山麓を巡

り、稲葉根王子に普段のように参る」とあります。山の

麓を通って行ったようですが、どこで山を越したのか

が分かりません。

　間違いがないのは「八上王子を出てどこかで岡川を

渡り、向かいの山の麓を通ってどこかの地点でその山

を上り始め、尾根のどこからかで王子谷の方へ下りて

稲葉根王子に着く」ということになります。

　２）	 古道を歩いてみた

　現在、ルートはいくつか考えられています。岡小学

校の上手から上るルートや寺尾観音あたりから上る

ルート、そして深見平から上るルートなどです。（奈目

良坂を通るルートは最近つくられた探索のための道で

すので除外します）そこで、一番整備されている深見

平ルートを歩くことにしました。

　田中神社の駐車場に車を止め、稲葉根王子跡を目

指します。岡川沿いの県道

を下り、田中神社から深見

平入口（写真①）まで約

８分、そこから山の上り口

（写真②）まで約３分、頂

上（写真③）まで約２０分

かかりました。

　すぐに下りになり、山を

下りると民家の庭先（写

真④）に出ます。そこから

稲葉根王子跡（写真⑤）

まではものの１分足らず、

頂上から２０分程度で下

りることができます。上り

下りは急な斜面ではあり

ますがこのルートが最短

距離ともいえます。

　田中神社から片道５０

分位の行程です。八上王

子跡からでも１時間もあれ

ば歩くことができますので、み

なさんも一度この道を歩いて

八上王子～稲葉根王子間につ

いて思いを巡らしてみてはどう

でしょう。

【追記】

　八上王子跡（八上神

社）から出発する場合

は、鳥居の右手側の駐

車場に車を止め、八上

王子跡を参拝後、岡小

学校方向に進みます。

標識に沿って進むと田

中神社には約１０分で到着します。

注）紹介している八上王子跡～深見平入口までの道はあく

までも探索ルートになります。

⑤　稲葉根王子跡

①　深見平入口

 ②　上り口

 ③　尾根に着くとすぐ下り

 ④　稲葉根王子跡側下り口
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市ノ瀬公民館 岩田公民館

文化財めぐり（御坊市）

岩田公民館でママと赤ちゃんのために「わらべうた

であそぼう」と「ヨガサークル」を行っておりサポート

しています。

コンセプトは「ゆるゆる」「ぼちぼち」。第３火曜日は

「わらべうたであそぼう」。第４火曜日は「ヨガサーク

ル」とお母さんと子供さんのほっと出来る場となれば

と開催しております。

広 と々した畳の部屋で、子供たちはハイハイしたり

走り回ったり、賑やかな中でもスヤスヤ眠っている赤

ちゃんもいます。

そのような中で、わらべ歌を歌って踊って、凝り固

まった体をヨガでほぐし、終わった後には、ママさん同

士で少しお喋り。その光景を見ていてこちらも癒され

ています。

私は、代表者みたいになっていますが、いえいえ！

「わらべうたであそぼう」は玉口邦子先生に「ヨガ

サークル」は榎本美和子先生にご尽力頂いています。

　3月7日に御坊市を訪れました。コースは、道成寺、

寺
じ な い ま ち

内町を見学し、紀州鉄道に乗るというものです。参

加者は11名だったので、バスや食事でもソーシャルディ

スタンスを保った状態で見学と体験ができました。

　道成寺では、初めに「安珍清姫の物語」の絵解き

説法を聞きました。そのあ

と、住職より道成寺創建に

まつわる「かみなが姫(藤原

宮子)」の伝説等のお話を聞

きました。境内は広く、たく

さんあるお堂を見学して道

成寺を後にしました。

　寺内町は、語り部さんに案内してもらいました。寺

内町とは、室町時代に浄土真宗などの仏教寺院、道

場（御坊）を中心に形成された自治集落のことで、御

坊市の寺内町は、本願寺日高別院を中心に形成され

たことから「御坊」の地名が付いたということでした。

町家などの古い建物について詳しい説明を聞きなが

らの散策で、大変勉強になりました。

　寺内町から御坊駅まで日本一短いローカル私鉄の

紀州鉄道に体験乗車し、バスで帰路につきました。

　現在、上岩田在住の松前孝代さんによる「ちりめん

細工作品展」を開催しています。

　作品は、美しいちりめんを使った可憐で可愛い花や

雛人形、そして干支の牛やお地蔵さんも目を引きます。

その他に菜の花や山
さ ざ ん か

茶花のタペストリー、うさぎと猫

のストラップ、美しく飾ったリースなどがあります。

　作品作りについて伺うと「アイデアが浮かんだ時、

すぐに作り始め、イメージ通り作れた時は、とても嬉

しく、納得のいく作品に仕上げるようにしています」と

答えてくれまし

た。

　どの作品も

細部にまで工

夫が見られ、多

くの皆様にご

覧頂ければ幸

いです。

期 間　令和３年６月２４日（木）まで（平日）

午前８時３０分～午後４時

場 所　岩田公民館 展示スペース

２人の先生のご協力のお陰で長く続けることが出来て

います（感謝！）。

スマホが一人一台の時代になり、ついつい子育てに

使ってしまいがちですが、親と子のコミュニケーショ

ン・スキンシップが大切です。わらべ歌は子供との遊

びを知って頂くためにとても大切なひとつだと思いま

す。

ヨガは、マタ

ニティから産後

のお母さん方対

象。榎本先生の

考えるこのヨガ

は、マタニティ期

から繋がりを持

つことで産後一人にならないように。そして、気持ちも

体も凝り固まっているママ達のリラックス効果と体力

の回復を目的としています。

コロナ禍で閉じこもりがちな毎日ですが、気分を変え、

心の空気の入れ替えに是非気軽に訪ねて来て下さい。

【開催日時】

　第3火曜日10:00～11:00　わらべうたであそぼう

　第4火曜日10:30～11:30　ヨガサークル

岩田　 田
た な か

中　知
ち え

恵

ママと赤ちゃんのサークルやっています！

〈生きがいを求めて　〉201

松前孝代　ちりめん細工作品展
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
促
進
の
た
め
、
次
の
日
程
で

午
後
７
時
ま
で
時
間
外
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。

◆
日
時
　

5
月
13
日
・
27
日

　
　
　
　
　
午
後
７
時
ま
で

◆
場
所
　
①
番
窓
口

◆
業
務
内
容

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関

　
す
る
こ
と

 

・
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

 

・
カ
ー
ド
の
申
請
サ
ポ
ー
ト

 

・
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
請

　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど 

※
住
民
票
の
異
動
に
関
す
る
業

務
や
住
民
票
・
戸
籍
等
各
種

証
明
書
の
発
行
等
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

　
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
と
電
子

証
明
書
の
更
新
に
つ
い
て
は
、

ご
自
宅
に
届
い
た
通
知
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
カ
ー
ド
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

住
民
課
　
住
民
・
環
境
班

　
　
　
　
　
　（
①
番
窓
口
）

　
　
　
☎
４
７
‐
０
５
５
０

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
と
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
顔
写
真
付

き
）
を
利
用
し
て
、
全
国
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
あ
る

多
機
能
端
末
機
（
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

機
）
で
、
住
民
票
等
が
取
得
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

※
通
知
カ
ー
ド
（
顔
写
真
無
し
）

で
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

◆
取
得
で
き
る
証
明
書

 

・
住
民
票

　（
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
員
）

 

・
印
鑑
証
明
書

　（
本
人
の
み
）

◆
手
数
料
　
１
通
２
０
０
円

◆
利
用
方
法

　
コ
ン
ビ
ニ
内
に
設
置
し
て
い

る
多
機
能
端
末
機
（
マ
ル
チ
コ

ピ
ー
機
）
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
セ
ッ
ト
し
て
、
利
用
者
証

明
用
電
子
証
明
書
の
４
桁
の
暗

証
番
号
を
入
力
し
、
画
面
の
表

示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
利
用
上
の
注
意

　
誤
っ
て
取
得
し
て
し
ま
っ
た

場
合
、
取
得
し
た
証
明
書
の
差

し
替
え
や
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
暗
証
番
号
を
連
続
し
て
３
回
間

違
う
と
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

住
民
課
　
住
民
・
環
境
班

　
　
　
　
　
　（
①
番
窓
口
）

　
　
　
☎
４
７
‐
０
５
５
０

　
ご
家
庭
で
梅
酒
を
造
る
際
に

は
、
酒
税
法
の
規
定
に
よ
り
使

用
で
き
る
酒
類
や
使
用
で
き
る

物
品
等
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
使
用
で
き
る
酒
類
】

　
ア
ル
コ
ー
ル
分
20
度
以
上
の

酒
類

※
一
般
に
市
販
さ
れ
て
い
る
清

酒
や
ワ
イ
ン
は
、
ア
ル
コ
ー
ル

分
が
20
度
未
満
の
た
め
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

使
用
前
に
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
使
用
で
き
る
物
品
】

 

・
糖
類
　
・
梅
　
な
ど

【
使
用
で
き
な
い
物
品
】

 

・
米
、
ぶ
ど
う
（
や
ま
ぶ
ど
　 

う
を
含
む
）
な
ど

※
右
記
以
外
に
も
使
用
で
き
な
い
物
品

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

注
１
自
家
製
梅
酒
等
は
、
あ
く
ま

で
も
自
ら
飲
む
こ
と
を
目
的
と
し

て
の
み
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

他
人
に
提
供
・
販
売
・
譲
渡
す
る

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

注
２
料
飲
店
や
旅
館
等
で
自
家

製
梅
酒
等
を
お
客
様
に
提
供
す

る
場
合
に
は
、
事
前
に
書
類
の

提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
に

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
お
酒
に
つ
い
て

の
Ｑ
＆
Ａ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
令
和
３
年
３
月
26
日
、
上
富

田
町
総
合
計
画
審
議
会
（
上
羽

寛
会
長
）
か
ら
、「
第
５
次
上

富
田
町
総
合
計
画
基
本
構
想
・

基
本
計
画
」
の
答
申
書
が
町
長

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
こ
れ
を
成
案
と
し

て
、
新
し
い
「
総
合
計
画
」
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
本
年
４

月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
総
合
計
画
の
期
間
は
、
10
年

と
し
て
い
ま
す
が
、
社
会
経
済

情
勢
の
動
向
等
を
見
極
め
な
が

ら
５
年
後
に
見
直
し
を
行
う
予

定
と
し
て
い
ま
す
。

　「
総
合
計
画
（
案
）
意
見
募
集
」

で
は
、
10
件
の
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
対
す

る
町
の
考
え
方
は
、
上
富
田
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

問 
振
興
課
　
企
画
・
商
工
観
光
班

☎ 

３
４
‐
２
３
７
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

時
間
外
窓
口
を
開
設
し
ま
す

２
月
１
日
か
ら
「
コ
ン
ビ
ニ

交
付
」
が
始
ま
り
ま
し
た

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
家
製
梅
酒
の
注
意
事
項
！

第
５
次
総
合
計
画
に
つ
い
て
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職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　

　
５
月
17
日
（
月
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
場
所
　

　
大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局
企
画
産
業
課

☎ 

２
６
‐
７
９
４
７

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　

　
５
月
18
日
（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
場
所
　

　
大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局
総
務
健
康
安
全
課

☎ 

２
６
‐
７
９
３
１

◆
税
目
　
　

　
固
定
資
産
税
（
第
１
期
）

◆
納
期
限
　

　
５
月
31
日
（
月
）

※
納
期
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
確
認

で
き
な
か
っ
た
時
は
、
督
促
手

数
料
お
よ
び
延
滞
金
が
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
税
は
お

早
め
に
。

問 

税
務
課
　
収
納
班

　
　
　
　
　
　
　（
⑥
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

　
田
辺
市
消
防
本
部
で
の
調
査

に
よ
る
と
、
け
が
を
し
て
救
急

車
で
搬
送
さ
れ
た
65
歳
以
上
の

方
の
う
ち
、
ほ
と
ん
ど
の
原
因

が
『
転
倒
』
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　
転
倒
に
よ
り
足
を
痛
め
て
し

ま
っ
た
り
骨
折
し
て
し
ま
う
こ

と
で
、『
要
介
護
』
に
な
る
可
能

性
が
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。

　
意
外
に
も
、
最
も
安
全
だ
ろ

う
と
思
わ
れ
て
い
る
自
宅
の
中

で
転
倒
し
、
救
急
搬
送
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
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。
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前月比
総 数 15,504 人 -42

男 性 7,400 人 -44

女 性 8,104 人 +2

世帯数 7,223 世帯 +12

上富田町の人口と世帯数
令和3年 3月末現在

﨑
下
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加
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｛
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回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

生
活
相
談
会
を
開
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し
ま
す

今
月
の
納
税

上
富
田
消
防
分
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

こんなところに注意しましょう！！

　整理整頓！ 特に床の上は片付けましょう！　

転
倒
し
て
し
ま
う
と
・
・
・

ど
こ
で
転
倒
す
る
の
？

スリッパに
ひっかかる

マットで滑る

広告で滑る

敷居につまずく

暗くて見づ
らい

出しっぱなしの
物につまずく

コードに
ひっかかる

し
も
け
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　世界には貧困や格差、食料・エネルギー不足、地球温暖化など、私たち一人ひとりが
協力しないと解決できない課題がたくさんあります。このままでは地球を次世代へ引
き継ぐことができないかもしれません。より良い未来を築くために、私たちができるこ
とについて考えてみましょう。

　SDGｓは、２０１５年９月、国際連合に加盟するすべての国が全会一致で採択され
た。誰一人取り残さない社会を実現するために２０３０年までに、世界が取り組む１７
の目標です。
　SDGｓは国だけが取り組めばいいというものではありません。自治体や企業、ＮＰ
Ｏ、学校、そして私たち個人も行動する必要があります。
　より良い世界をつくるために、私たちの身近にもできることはたくさんあります。自
分の子や孫が大人になった頃の世界はどうなっているでしょうか。SDGｓについて知
り、未来を想像し、私たちに何ができるのか一緒に考えていきましょう。

みんなで取り組むSDGs

【SDGｓの１７の目標】

SDGｓ（エス・ディー・ジーズ）とは


